
私のＳＤＧｓ宣言

●本法人の「資産」である所有著作物など知的財産の厳格な管理、あら
ゆる不当行為・誹謗中傷などに対して断固許さない姿勢を貫きます。
●積極的な公共交通機関の利用、現地におけるレンタカー・カーシェアリ
ングの利用などに努め、取材活動における環境負荷低減を目指します。
●沿線地域の環境保全活動をはじめとした、メンバー参加型の社会貢献
活動を推進します。
●メンバーに占める女性の割合の向上、本法人のリソースを最大限生か
したメンバーに対する便益の提供など、各メンバーが十分に活躍するこ
との出来る環境づくりを推進します。

わたしたち春日部鉄道写真館は、2013年5月にわずか2名の任意団体として創設し、同年より東武鉄道伊勢崎線および野田線
にて運転が始まった「春日部大凧あげ祭りＰＲヘッドマーク列車」を密着して取材し、その取材で得られた写真素材を「春日部市の
観光振興発展に貢献出来たら」という趣旨のもと、同市役所へ無償提供する活動からスタートいたしました。

以来、フリーランスの鉄道フォトジャーナリスト集団として、周囲を取り巻く幾多の苦難にも決して負けることなく、創設8年目の
2020年10月、市内外の経済・行政・芸術家・専門職関係者のみなさまのご協力をもいただき、運営メンバー10名の陣容にて、
特定非営利活動（ＮＰＯ）法人として新たなスタートを切りました。

団体情報：【代表者】代表理事 大塚 真 【所在地】〒344-0061 春日部市粕壁5919番地2

【ホームページ・お問い合わせ】https://www.harutetsu.news/

特定非営利活動法⼈春日部鉄道写真館

「事業活動を通じて東武鉄道沿線地域振興に貢献する」を基本理念に

地域と共に歩む「心の温かい鉄道フォトジャーナリスト集団」を目指します

2021年4月25日に鉄道フォトニュースメディア

「はるてつニュース」をオープンいたしました！

運営メンバーの「情報力と総合力」を結集して

どこよりも負けない高品質な鉄道写真・映像を

確かな自信をもってお届けいたします！


